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審査事件 

議案第２６号 令和２年度米子市一般会計補正予算（補正第１６回）  ［原案可決］ 

議案第２７号 令和２年度米子市国民健康保険事業特別会計補正予算（補正第３回） 

［原案可決］ 

議案第２８号 令和２年度米子市駐車場事業特別会計補正予算（補正第２回） 

［原案可決］ 

議案第２９号 令和２年度米子市介護保険事業特別会計補正予算（補正第３回） 

［原案可決］ 

議案第３０号 令和２年度米子市後期高齢者医療特別会計補正予算（補正第２回） 
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［原案可決］ 

議案第３１号 令和２年度米子市米子インター周辺工業用地整備事業特別会計補正予

算（補正第１回）                  ［原案可決］ 

議案第３２号 令和２年度米子市水道事業会計補正予算（補正第２回） ［原案可決］ 

議案第３３号 令和２年度米子市下水道事業会計補正予算（補正第２回）［原案可決］ 

議案第３４号 令和３年度米子市一般会計予算            ［原案可決］ 

議案第３５号 令和３年度米子市国民健康保険事業特別会計予算    ［原案可決］ 

議案第３６号 令和３年度米子市土地取得事業特別会計予算      ［原案可決］ 

議案第３７号 令和３年度米子市駐車場事業特別会計予算       ［原案可決］ 

議案第３８号 令和３年度米子市市営墓地事業特別会計予算      ［原案可決］ 

議案第３９号 令和３年度米子市介護保険事業特別会計予算      ［原案可決］ 

議案第４０号 令和３年度米子市後期高齢者医療特別会計予算     ［原案可決］ 

議案第４１号 令和３年度米子市米子インター周辺工業用地整備事業特別会計予算 

［原案可決］ 

議案第４２号 令和３年度米子市水道事業会計予算          ［原案可決］ 

議案第４３号 令和３年度米子市工業用水道事業会計予算       ［原案可決］ 

議案第４４号 令和３年度米子市下水道事業会計予算         ［原案可決］ 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

午前１０時００分 開会 

○田村委員長 ただいまから、予算決算委員会を開会いたします。 

本委員会に付託されました議案第２６号から議案第４４号までの１９件を一括して議

題といたします。 

それでは、１９件の議案について、分科会の審査報告を求めます。 

今城都市経済分科会長。 

○今城都市経済分科会長（登壇）都市経済分科会の審査報告をいたします。当分科会の審

査担当とされました議案１２件について、去る１８日に審査いたしましたので、その主な

内容を報告いたします。 

まず、議案第２６号、令和２年度米子市一般会計補正予算補正第１６回のうち当分科会

所管部分、議案第２８号、令和２年度米子市駐車場事業特別会計補正予算補正第２回、議

案第３１号、令和２年度米子市米子インター周辺工業用地整備事業特別会計補正予算補正

第１回、議案第３２号、令和２年度米子市水道事業会計補正予算補正第２回、及び議案第

３３号、令和２年度米子市下水道事業会計補正予算補正第２回については、特に報告すべ

き事項はありませんでした。 

次に、議案第３４号、令和３年度米子市一般会計予算のうち当分科会所管部分について

は、日本中央競馬会事業所周辺環境整備事業は、ウインズ周辺２キロメートル範囲内で行

われる公共事業に対し、道路、水路等の環境整備を行うものであるが、道路などの環境整

備を要望する地域は全市的にもあることから、この事業のうち市が負担する費用について

は、他の全市的な事業との公平性といった観点から、検討すべきであるとの意見がありま
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した。また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業は、美保基地周辺地域の環境整備を行

うものであるが、事業区域を定めその区域内でのバランスを図りながら事業を推進してい

くべきであるとの意見がありました。 

次に、議案第３７号、令和３年度米子市駐車場事業特別会計予算、議案第３８号、令和

３年度米子市市営墓地事業特別会計予算、議案第４１号、令和３年度米子市米子インター

周辺工業用地整備事業特別会計予算、議案第４２号、令和３年度米子市水道事業会計予算、 

議案第４３号、令和３年度米子市工業用水道事業会計予算、及び議案第４４号、令和３年

度米子市下水道事業会計予算については、いずれも特に報告すべき事項はありませんでし

た。 

以上、報告を終わります。 

○田村委員長 なお、総務政策分科会長及び民生教育分科会長からは、特段報告すべき事

項はなかったとの報告を受けております。 

以上で分科会長の審査報告は終わりました。 

それでは、ただいまの分科会長の報告に対する質疑に入ります。 

〔「なし。」という声あり〕 

○田村委員長 別にないものと認め、質疑を終結いたします。 

これより、討論に入ります。 

討論の通告がありますので、発言を許します。 

岡村委員。 

○岡村委員（登壇） おはようございます。日本共産党米子市議団の岡村英治です。私は、

議案第３４号、令和３年度米子市一般会計予算について、原案可決に反対し否決するよう

求め、以下、反対する理由を述べます。  

まず、マイナンバーカード取得促進事業についてです。前年度当初予算のほぼ倍増とな

る全額国庫支出金の６，０２６万８，０００円を使って、平日、時間外や休日窓口の開設、

また、テレビコマーシャルを放映しようとしています。菅首相は、デジタル庁の設置、デ

ジタル化を看板政策として打ち出し、その具体化として現在２０％半ばほどにとどまって

いるマイナンバーカードの取得促進に躍起となっています。しかし、そこにあるのは、特

定の企業の利益と結びついたカード発行を担う地方公共団体情報システム機構の実態であ

り、個人情報保護を置き去りにして健康保険証や運転免許証、国税、年金などにもひもづ

けすることを狙って、事実上、国民が取得せざるを得ない状況に追い込もうという露骨な

姿勢です。個人情報の侵害や監視社会の危険など、マイナンバー制度、マイナンバーカー

ドをめぐっては、様々な批判が起こっています。にもかかわらず、マイナポイントという

誘導策で現在２５％弱の交付率のマイナンバーカードを、２０２１年度末には７０％に引

き上げようというのが米子市の計画です。鳴り物入りでカード普及を図っている状況にコ

ロナ禍の今、政府がやることかという大きな批判が起こっています。そうした政府の意を

受けて、ただただカード普及を図ることは許されません。  

次に、公立保育所整備事業、７億８，２１０万８，０００円です。市立淀江・宇田川両

保育園を通じて土壌汚染が懸念されている敷地に新たな統合園を建設しようという計画は

認められません。また、新築工事費７億２，２６０万円となっていますが、旧淀江町時代

の２００４年に新築された大和保育園は約２億７，０００万円、また、２０１８年建て替



－4－ 

えの福祉会の車尾保育園は３億２，０００万円、２０１９年のあゆみ保育園は２億９，０

００万円、そして市立春日保育園と統合し２０２２年に開所する予定の巌保育園は約４億

円、こうした建設費と比べると淀江の統合園舎建設は、あまりにも高額と言わなければな

りません。老朽化した淀江・宇田川両園舎の改築が財政負担になると語られ、統廃合しな

ければ改築はいつになるか分からないのであれば、統廃合をやむを得ないという保護者の

選択があったと理解しています。これだけの工事費を投ずることができるなら、統合せず

それぞれの園舎を建て替えることはできたはずです。子どもたちが１日の大半を過ごす保

育所は安全で快適な環境にしていくことに異存はありませんが、高額となったこの建設費

は、強引に統合計画を進めるためだったのではないかと言わざるを得ません。統廃合あり

きの園舎建設は認められません。  

次に、一般廃棄物処理施設整備負担金基金積立金２億４，２００万円です。住民合意の

ないまま鳥取県が進める東部、中部、西部に大型ごみ焼却施設などを建設するという構想

に沿って９市町村で構成する西部広域行政管理組合が進めようとしている計画を実行する

ための負担金を、米子市として２０２１年度から２７年度の７年間に計１６億９，４００

万円もの基金として積み立てようとするものです。西部地区の中には、基金積立方式を取

らず過疎対策事業債によって負担分を賄う自治体もありますが、各自治体合計の基金、過

疎債などは、総計約３２億円にも上ります。１か所に大型ごみ処理施設を建設することは、

環境に与える悪影響など地球温暖化に対する逆行です。ここはじっくりと住民と向き合っ

て計画の妥当性など議論を深めていくべきときであって、性急に事を進めることは許され

ません。 

次に、日本中央競馬会事業所周辺環境整備事業３，０００万円です。３か年かけて家屋

移転補償や雑木林の買い取りをして延長１００メートルの道路を整備しようとする事業で

すが、本当に今、緊急に整備が求められている事業なのか検証が必要です。そもそも同事

業は、場外馬券売り場から半径２キロメートルの範囲内の道路などを整備するものですが、

事業費３，０００万円のうち、日本中央競馬会、ＪＲＡの負担が８割、残りの２割を米子

市が負担するという原則があったはずです。にもかかわらず、売上げが減ったからとＪＲ

Ａの負担が２，０９０万円余になったのであれば、８：２ルールに従えば、米子市の持ち

出しは約５００万円になったはずです。しかし、そうはせずに３割以上の負担となる９０

０万円余を米子市が支出し、まさに強引に３，０００万円事業の事業費ありきとした格好

です。さらに、２００１年度から開始された環境整備事業で実施された路線数は１７路線

にもなります。米子市内の各地域からは道路や側溝の改修を急いでほしいなどといった要

望が数多く出されていますが、そういった他地域から見れば、半径２キロメートル以内の

限られた範囲での環境整備は羨ましい限りです。行政の公平性からも大いに問題があると

言わなければなりません。  

次に、下水道事業会計繰出金（公共下水道事業）１４億９４５万５，０００円について

です。公共下水道事業に係る経費のうち、公費負担分に対して一般会計から繰出金を支出

するものです。下水道事業は、２０１８年、平成３０年度から公営企業会計に移行し、１

８年度に２０億６，０００万円あった一般会計からの繰出金が、２０年度は１６億４，５

６３万２，０００円に、新年度はさらに２億円以上減額となります。公企業に独立採算性

が強制されるのは一般会計から公企業会計を遮断し、財政赤字を一般会計へ波及すること
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を阻止するためである。また、一般行政がその費用を賄う財源を租税に求めているのに対

して、企業活動は財源を主としてその利用者、イコール、特定個人からの料金収入によっ

ているとされています。このような考えに立つならば、一般会計からの繰出しを抑制し、

下水道使用料の引き上げによって独立採算制を維持するという方向に行かざるを得なくな

ります。使用料の引き上げにつながる繰出金の減額は認められません。  

次に、学力調査実施事業９３万６，０００円についてです。小学３年生を対象に、年に

１回、国語と算数の学力調査を実施するものです。小学４年から６年生を対象にした学力

調査は鳥取県が行っており、それを補う形で実施されるものです。国が行う全国学力テス

トは、２０１９年に国連・子どもの権利委員会が日本政府に対し、極度に競争的制度と、

ストレスフルな学校環境から子どもを解放するよう勧告する一因となっています。小学３

年生から学力調査のテストをすることは、このような国連の勧告の趣旨からすれば、子ど

もの利益に反するものだと考えます。また、この学力調査は、問題の作成から採点、結果

分析、調査結果作成に至るまで全て民間業者に丸投げとなっており問題です。そうした情

報を業者が握って営利目的に利用する。そうしたことは容易に考えられることです。この

ような子どもの利益に反する学力調査はやめるべきです。  

以上、同予算案に反対する理由を申し述べました。委員各位の御賛同をお願いして私の

討論を終わります。  

○田村委員長 以上で、通告による討論は終わりました。ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と声あり〕 

○田村委員長 ほかにないものと認め、討論を終結いたします。 

これより、１９件の議案を順次採決いたします。 

初めに、議案第２６号から議案第３３号まで、及び議案第３５号から議案第４４号まで、

以上１８件の議案を一括して採決いたします。 

１８件の議案について、いずれも原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「なし」と声あり〕 

○田村委員長 異議なしと認めます。よって、１８件の議案はいずれも原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

次に、議案第３４号、令和３年度米子市一般会計予算を採決いたします。 

 本件について、原案のとおり可決することに賛成の委員の起立を求めます。 

〔賛成者起立…安達委員、伊藤委員、稲田委員、今城委員、岩﨑委員、岡田委員、奥岩委

員、尾沢委員、門脇委員、戸田委員、中田委員、前原委員、三鴨委員、安田委員、矢田

貝委員、渡辺委員〕 

○田村委員長 起立多数であります。よって、本件は原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

 以上で、本委員会に付託されました議案の審査は終了いたしました。 

これをもちまして、予算決算委員会を閉会いたします。 

午前１０時１７分 閉会 

 

米子市議会委員会条例第２９条第１項の規定により署名する。  
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予算決算委員長 田 村 謙 介 


